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３．事後評価結果 

 

〇評点 

 

  Ａ 期待通りの成果が得られている 

 

 

〇総合評価コメント 

 

 本研究の目的は電力需要の約 75%を自然エネルギーによって賄うことを可能とする分散ロバスト最適制御を

確立することであり、そのために、確率モデルに基づいた制約条件つき最適制御と大規模分散最適制御の要素

技術とアルゴリズム研究を行った。特に、従来の手法では考慮していなかったサブシステムの関係性や通信途

絶などの異常を考え、よりスマートグリッドへの適用を重点に置いて分散階層制御器を設計した。そして、数

値シミュレーションにより、分散階層制御器がシステムを安定化でき周波数変動が所望の領域に抑えられてい

ることを示した。理論研究から小規模の実証実験までバランスのとれた研究成果を挙げており、特に理論研究

で数多くの成果を挙げたことが評価される。また、異分野の研究者との連携も活発に行いリーダーシップを発

揮した。なお、重要な研究成果を挙げているのでより積極的に外部にアピールすることが望まれる。今後も力

強く理論研究を続けていくことを期待する。 

 


